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「巧」の資産配分は８月に入りコモディティーを削減し、代わりにグローバル株式のウェイトを増
加させました。下記は、その背景についてのコメントです。
米国で最近発表されたインフレ指標はやや落ち着きを取り戻していますが、FRB（米連邦準備
制度理事会）はまだ警戒姿勢を続けると見られます。グローバル経済の中長期的成長は維持
されるものの、当面の生産活動は減速しつつあると見られます。
このような環境下でコモディティーはここ数ヶ月レンジ内の動きに入っています。コモディティー
の中でもエネルギーや貴金属は生産能力の制約や地政学的リスクといったサポート要因も考
えられますが、産業用金属などは米国景気減速の影響を受けやすいと考えられます。
このように、当面コモディティーは横這い（すなわち、短期金融商品と同程度のリターン）が見込
まれるため、そのウェイトを削減し、相対的に高い収益の見込まれるグローバル株式へ資産を
シフトいたしました。今後インフレ懸念がより後退した場合、グローバル株式市場のウェイトを
更に積み増すことも考えられます。

なお、８月に入り、コンティニュアス・コモディティー・インデックスは2.7%下落する一方、MSCI世
界株式指数は2.3%上昇しています。(いずれもドルベース、8/17現在）。
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・この資料は、クレディ・スイス投信が作成したご参考資料であり、証券取引法に基づく開示資料ではありません。
・この資料に記載されている個別企業は、説明のための例示です。いかなる有価証券の売買、勧誘、または特定銘柄の推奨を意図するものではありません。
・この資料中のデータは過去の実績を示すもので、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、この資料で示した見通し及び分析結果等については、予告なく変更する場合があります。
・当ファンドは株式など値動きのある証券に投資しますので基準価額は変動します。従って、預金とは異なり元本や利息が保証されているものではありません。
・投資信託の運用による損益は、すべて投資信託をご購入されたお客さまに帰属いたします。
・投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
・証券会社以外で投資信託をご購入頂いた場合、投資者保護基金の保護の対象にはなりません。
・お申込みの際は、投資信託説明書（目論見書）をお渡ししますので、必ず内容をご確認のうえご自身で判断下さい。
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